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令和２年度鳥取県特別支援学校技能検定の実施結果について 
 

特 別 支 援 教 育 課  

令和２年１０月２１日 

 

１ 実施期日  令和２年１０月１４日（水）・１５日（木）午前９時５０分から午後３時まで 

 

２ 会  場  県立琴の浦高等特別支援学校（東伯郡琴浦町赤碕１９５７－１） 

 

３ 参 加 者  県内特別支援学校高等部生徒４１名 

        （白兎養護学校１５名、米子養護学校９名、琴の浦高等特別支援学校１７名） 

 

４ 実施内容  喫茶サービス部門・清掃部門 

 

５ 審査員長総評 

（１）喫茶サービス部門（喫茶サービス部門：林審査委員長） 

水を提供する際のお客様との距離等、お客様を第一に考えた動作の

意味を理解すると、さらによいサービスになる。身だしなみや笑顔な

どは、喫茶だけでなく他の職種でも大切になる。日頃から意識してほ

しい。 

（２）清掃部門（清掃部門：照下審査委員長） 

年々、技能検定に参加する生徒のレベルが上がってきている。清掃

動作の形だけでなく、それぞれの道具を使用する意味を理解して扱え

ることが大切。この検定をとおして学んだことを、今後の仕事や生活

に生かしていってほしい。 

 

６ 生徒の感想 

・初めて検定をしてみて「自分のここが足りない、課題がこれだ。」ということがとてもわかりまし

た。自分の目指した級よりも上の級がとれたのでとても嬉しかったです。（喫茶サービス部門参加生

徒） 

・緊張したけど清掃に集中できました。初めて参加したけど、時間内に終わることができてよかった

です。（清掃部門・マスター検定（じゅうたん床清掃及びガラス・窓枠清掃参加生徒）） 

 

７ 認定者 

 清掃部門 喫茶サービス部門 

マスター検定 

（床及び机上清掃） 

マスター検定 
（じゅうたん床清掃及

びガラス・窓枠清掃） 

チャレンジ検定 

（床清掃） 

受検者数 ９名 ５名 １１名 １６名 

１級 ５名 ０名 １名 ３名 

２級 ４名 ４名 ７名 ２名 

３級 ０名 １名 ２名 ４名 

４級 ０名 ０名 １名 ４名 

５級 ０名 ０名 ０名 １名 

６級 ０名 ０名 ０名 １名 

７級 ０名 ０名 ０名 １名 

８級 ０名 ０名 ０名 ０名 

９級 ０名 ０名 ０名 ０名 

１０級 ０名 ０名 ０名 ０名 

 

８ その他  参加校のレベルが高まり、難易度の高いマスター検定において、琴の浦高等特別支援

学校以外の白兎養護学校、米子養護学校からも 1級取得者が例年より増えた。 

別紙 


